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私
は
現
在
、
道
路
や
橋
を
作
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
入
社
当
初
は
知
識
も
無
け

れ
ば
、
経
験
も
無
く
、
不
安
と
苦
悩
の
毎

日
で
し
た
が
、
上
司
や
先
輩
方
の
ご
指
導

の
お
か
げ
で
や
り
が
い
を
持
ち
な
が
ら
仕

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

成
人
に
な
っ
て
や
り
た
い
こ
と
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
多
く
の
人
に
恩

返
し
を
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で

家
族
や
仲
間
に
、
多
く
の
心
配
や
迷
惑
を

か
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
一
人
ひ
と
り
に
感

謝
を
込
め
て
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
故
郷
で
あ
る
こ
の
陸
前
高

田
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
本
市
は
、
東

日
本
大
震
災
で
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
本
市
の
復
興
や
発
展
に
携
わ
れ
る
よ

う
、
資
格
取
得
な
ど
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
陸
前
高
田
市
成
人
式
が
１

月
９
日
㈰
、
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
震
災
当
時

小
学
３
年
生
だ
っ
た
平
成
13
年
４
月
２

日
か
ら
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
１
９
２
人
（
男
93
人
、
女
99
人
）
。

当
日
は
振
り
袖
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
１
５
９
人
が
出
席
し
級
友

ら
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
戸
羽
市
長
は
「
人
生
は
１

回
き
り
。
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
人
生
を
後
悔
し
な
い
よ
う
努
力

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、
成
人
式
実
行
委
員
会

（
黄き

川か
わ

田だ

諒り
ょ

海う
が

委
員
長
）
が
中
心
と
な

り
記
念
行
事
を
実
施
。
各
中
学
校
の
恩

師
が
寄
せ
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が

上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
の
抱
負
や
意

気
込
み
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行

わ
れ
、
２
０
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

現
在
地
元
を
離
れ
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
な
る
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た

め
に
、
大
学
で
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
３
年
生
で
震
災
を
経
験
し
、
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
そ
し
て
自
ら
も

被
災
し
て
い
る
中
で
私
た
ち
の
た
め
に
尽

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
姿
を
間
近
で

見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
度
は
私
が
、
専

門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
て
支
え
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

仕
事
を
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

将
来
は
、陸
前
高
田
市
が
掲
げ
る「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
や
、
災
害
に
強
い
福

祉
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉
を
支
え
る

人
材
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

陸
前
高
田
市
成
人
式

成人の誓い

村
むら

　上
かみ

　　　廉
れん

 さん

（第一中学校）

小
お

野
の

寺
でら

　海
み

　衣
い

 さん

（第一中学校）

新

人
成

令
和
４
年
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成人を迎えた皆さんに「将来の夢」うかがいました

将来の夢おしえてください



成人式を
盛り上げ

た実行委
員会の皆

さん

広報りくぜんたかた
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「からっぽ博物館」を開催します！

奇跡の一本松の根を展示します

令和３年度第２回地域おこし協力隊活動報告会

道の駅高田松原

　昨年度、本市が実施した調査を通じて、食の地産地消が地域経済活性化の大事なポイントである
ことが明らかになりました。まずは、市内で作られるおいしい野菜を見つけたり、その野菜を使った
居酒屋の定番メニューとその生産者さんとのつながりを知るなど、一緒に地産地消を楽しんでみま
せんか？

　市では、博物館の開館に先立ち、今の時期しか見ることができない「からっぽ」の博物館を見学でき
る「からっぽ博物館」を開催します。
　昨年７月に完成し、現在展示のための環境を整える枯らしを行っており、今秋の開館を目指して準
備を進めています。展示資料がほとんど入っていない博物館を見ることのできる貴重な機会ですの
で、ぜひご参加ください。
◆開催日時…２月６日㈰、16日㈬、20日㈰、３月13日㈰、16日㈬
　　　　　　午前10時～正午、午後１時～３時
◆場　　所…市立博物館（高田町字並杉　アバッセたかた向かい）

◆定　　員…各20人程度　※受け付けは先着順となります。
◆内　　容…博物館見学、ギャラリートーク（同館の再生支援
　　　　　　に携わった各分野の専門家をお招きします。）
◆参 加 費…無料
◆申込方法…博物館へ事前に電話にて申し込みください。
◆その他

　○駐車場は、アバッセたかた前公共駐車場を利用願います。
　○新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、中止となる場合があります。

申し込み・問い合わせ先 市立博物館☎0192（58）2203

　市では、震災の伝承などを目的に、奇跡の一本松の根を展示します。
◆開催日時…２月５日㈯～13日㈰　午前９時～午後５時
◆場　　所…道の駅高田松原
◆そ の 他…展示にあわせて、道の駅高田松原では、新メニューの提供
　　　　　　のほか、お得な割引きサービスを実施します。

問い合わせ先 市役所都市計画課計画係（内線４35）

　現在、市内では９人の地域おこし協力隊が日々活動しています。市民の皆さんにその活動を知って
もらうため地域おこし協力隊活動報告会を開催します。
　事前申込制で、オンライン（zoom）での参加も可能です。お気軽にご参加ください！

問い合わせ先 高田暮舎☎090（36４7）9029

　出店は、市内産直や生産者団体など野菜のプロの皆さん。新鮮な野菜
や果物の販売のほか、「子どもの野菜嫌い」が克服できる（！？）プロ直伝のレ
シピ紹介など、おいしいと楽しいが詰まった盛りだくさんな２日間です。
◆日時…２月12日㈯、13日㈰　午前10時～午後３時
◆場所…夢アリーナたかた　１階ミーティングルーム
◆内容…野菜・果物の販売、レシピ紹介、野菜を使ったゲーム企画、自然
　　　　の植物を使った工作体験、温かい料理の販売　など

　食べることは生きること。映画監督で料理家の大
おお

林
ばやし

千
ち

茱
ぐ

萸
み

監督作品「100年ごはん」は、大分県臼杵
市の有機農業をめぐる人々の記録映画です。100年前の過去、100年後の未来も、全て地続きで繋がっ
ていることを意識できる、温かくて優しい65分間の映画です。

　市では、地元食材を積極的に使っている飲食店や宿泊施設をＰＲする「陸
前高田 地産地消推進の店 “たかたのうまいもんつかって〼（マス）”」プロ
ジェクトのスタートを予定しています。飲食・宿泊事業者の皆さんには説明
会などでご案内のうえ、参加登録申請を受け付けます。市民の皆さんには、
市観光公式ホームページ「高田旅ナビ」でお知らせしますのでお楽しみに！ 

問い合わせ先 陸前高田ほんまる（株）　☎0192（４7）3389（菅原）

申し込み・問い合わせ先 陸前高田ほんまる（株）　☎0192（４7）3389（熊谷）

問い合わせ先 市観光物産協会　☎0192（5４）5011　URL：https：//takanavi.org

映画上映会＆大林監督トーク会　※申込不要　先着150人
◆日時…3月12日㈯　午後2時～４時（午後１時30分開場）

託児付き上映会＆ホットサンド料理教室　※要予約 定員各10組
　 映画の観賞後に、身近な食材がとびきり美味しくなる、料理教
室を行います。託児もありますので、お気軽にご参加ください。
◆日時…3月12日㈯、13日㈰　午前10時～午後0時30分
　　　　　　　　　　　　　（午前９時30分開場）
◆講師…大林千茱萸氏

◆場所…市コミュニティホール
◆費用…無料（※料理教室のみ1人500円の材料費がかかります）

※新型コロナウイルス感染症の状況次第では
　オンライン開催のみとなる場合があります
　のでご了承ください。

◆日時…２月18日㈮　午後１時30分～３時30分
◆場所…市コミュニティホール　中会議室
◆発表者

　浅
あさ

間
ま

勝
かつ

洋
ひろ

氏（観光２次・３次交通システム構築分野）
　松

まつ
田
だ

道
みち

弘
ひろ

氏（移住定住促進分野）
　平

ひら
出
いで

祐
ゆう

吾
ご

氏、小
お

笹
ざさ

秀
ひで

明
あき

氏（りんご生産・流通分野）
◆定員…25人（オンライン参加の定員はありません。）

◆申込期限…２月15日㈫
◆Ｗｅｂでの申し込み

　UＲＬ:https://tinyurl.com/kyouryokutai

旬の野菜が大集合！「べじたべるマーケット」　

「100 年ごはん」映画上映会＆大林監督トーク会＆料理教室　

地産地消推進店を P R「たかたのうまいもんつかって〼（マス）」

市内で作られた野菜
※当日販売されるものとは異なります

ⓒ2013－2022『100年ごはん』 製作委員会

株式会社TMエンタテインメント

みんなで地元の美味しいものを、作ろう！使おう！食べよう！

地域経済循環推進プロジェクトが始まります

現在の館内の様子

　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ　　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ
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このコーナーでは日ごろ、大会などでの好成績
を目指し練習に励んでいる「りくぜんたかた」の
子ども達を紹介します。

チーム名（学校名） 　高田ミニバスケットボールスポーツ少年団

★ U12 とは…12 歳以下の子ども達のことを意味します。

輝け輝け輝け輝け輝け

TAKATATAKATA★★U12U12TAKATA★U12

★監　督 … 小
こば

林
やし

文
ふみ

也
や

 さん　★キャプテン … 男子 小
こば

林
やし

璃
り

琥
く

 くん ／ 女子 菅
かん

野
の

りれい さん
★チームスローガン … 最後まで諦めない　仲間同士で声をかけあう

次回は高田フットボールクラブ（サッカー）を紹介します。

　練習では、声を出し練習に取り組むこと
を心がけています。ひとつひとつのプレー
に集中すること、走り込みを頑張り全国大
会出場を目指し頑張ります。
　　　　　文・男子キャプテン　小林璃琥くん

　一人一人が明るく元気なチームです。声
出し、走り込みをしっかり行い、県大会２
回戦突破を目標に頑張ります。
　　　　文・女子キャプテン　菅野りれいさん

キャプテンからのコメント

【矢作、竹駒、高田、米崎】（団員20人）

部員募集しています。興味のある人はぜひ連絡ください。
☎080（1852）9899（監督：小林）

介護お茶のみ話地域包括支援

センター発
87

出身地…神奈川県横須賀市
所　属…高田暮舎

　大学生の頃から、将来地方で暮らすことをぼんやり考えていました。社会人として関東で働いていたの
ですが、学生時代に訪れた陸前高田市で改めて何か自分にできることはないかと思い応募しました。

　高田暮舎に所属し、市から委託を受けて移住者や定住者に向けた支援を行っています。その中でも主に
空き家バンクの運営を担当しており、地域の資源である空き家を利活用した、住まいの支援をしています。
地域の皆さんの協力もあり、使われていなかったお家が徐々に活用されていくのが見え嬉しく思います。
これからも空き家の利活用によってまちの明かりが増えていくお手伝いができたらいいなと思っています。
住まなくなったお家がある際は、お気軽にご相談ください。

落
おち

　　優
ゆう

　介
すけ

 さん（27 才） 

　散歩が好きです。特に夏に訪れた気仙大工左官伝承館
が気持ち良いので今から夏が待ち遠しいです。 

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
を
目
的
に
、
市
内
各
所
に
お

い
て
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
の
開
催
地
区
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
各
介
護
予
防
教
室
の
紹
介

➊
陽
だ
ま
り
ク
ラ
ブ

　
公
民
館
や
公
営
住
宅
の
集
会
所
な
ど

の
行
政
区
単
位
で
開
催
し
て
い
る
教
室

で
す
。
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

脳
ト
レ
、
健
康
や
介
護
に
関
す
る
講
話
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
、
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
５
～
８

回
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

➋
ワ
ン
・
ツ
ー
ク
ラ
ブ（
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）

　
２
本
の
杖
を
つ
い
て
歩
く
「
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
教
室
で
す
。
ポ
ー

ル
を
用
い
る
こ
と
で
歩
行
が
安
定
す
る

他
、
全
身
の
筋
肉
の
９
割
が
動
く
と
言

わ
れ
て
お
り
、
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

よ
り
も
効
率
よ
く
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

➌
い
き
い
き
百
歳
体
操

　
手
首
や
足
首
に
バ
ン
ド
を
つ
け
て
、

負
荷
を
か
け
な
が
ら
行
う
体
操
で
す
。

バ
ン
ド
は
錘お

も
りの
重
さ
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
個
人
の
体
力
に
合
わ

せ
て
無
理
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
場
合
は
、

３
ヵ
月
に
渡
り
、
バ
ン
ド
の
貸
出
と
体

操
の
補
助
な
ど
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
集
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
地
域
で
集
ま
る
機

会
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
介
護
予
防

に
は
、『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
』が
一

番
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

集
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
教
室
を
活

用
く
だ
さ
い
。
内
容
や
開
催
時
期
な
ど

は
、
地
区
の
要
望
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
１
９
）

問
い
合
わ
せ
先

　
現
在
も
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
新
規
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
感
染
経
路
に
応
じ
た

対
策
を
日
常
的
に
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く

り
に
は
、
人
と
の
交
流
や
社
会
参
加

も
必
要
で
す
。
感
染
経
路
を
意
識
し

た
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、

交
流
や
参
加
の
機
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

◆
４
つ
の
感
染
経
路

➊
飛
沫
感
染

　
会
話
や
咳
な
ど
で
出
る
飛
沫
は
、

ま
っ
す
ぐ
１
～
２
㍍
飛
び
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
不

織
布
マ
ス
ク
は
、
飛
沫
を
飛
ば
す
こ

と
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
十
分
な
距

離
を
と
る
こ
と
で
、
物
理
的
に
飛
沫

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

➋
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染

　
よ
り
小
さ
い
飛
沫
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）

は
な
か
な
か
落
下
せ
ず
10
㍍
程
度
の

範
囲
で
空
気
中
に
留
ま
り
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
マ

ス
ク
の
着
用
は
、
飛
沫
飛
散
防
止
に

は
有
効
で
す
が
、
口
の
中
が
温
ま
る

こ
と
で
自
分
が
排
出
す
る
エ
ア
ロ
ゾ

ル
が
増
え
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

➌
唾
液
感
染

　
唾
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
量
は
飛
沫
と

比
べ
て
多
量
で
す
。
回
し
飲
み
や
食

器
の
共
有
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

➍
接
触
感
染

　
落
下
し
た
飛
沫
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
、

唾
液
が
手
に
つ
い
た
ま
ま
、
食
事
を

し
た
り
、
目
や
鼻
に
触
れ
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
飲
食
直
前
の
手
洗
い

や
手
指
消
毒
は
、
手
や
物
を
介
し
た

感
染
を
防
ぎ
ま
す
。
無
意
識
に
目
や

鼻
に
触
れ
る
癖
が
あ
る
人
は
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◆
交
流
機
会
な
ど
で
の
対
策
の
ポ
イ

ン
ト

➊
飲
食
直
前
に
手
洗
い
・
手
指
消
毒
！

➋
食
事
に
飛
沫
を
か
け
な
い
！

　
大
皿
料
理
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
取

り
分
け
ま
し
ょ
う
。
皿
や
グ
ラ
ス
は

他
の
人
か
ら
で
き
る
だ
け
離
し
、

飛
沫
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

➌
換
気
、
空
気
の
流
れ
を
作
る
！

　
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
拡
散
さ
せ
な
が
ら
、

窓
や
換
気
扇
か
ら
屋
外
に
排
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
保
健

課
保
健
係
（
内
線
２
４
１
）

問
い
合
わ
せ
先

地 域

協力隊に応募したきっかけ

活動内容について

Profile

協 力 隊

移住定住促進分野

令
和
４
年
度
開
催
地
区

募
集
中
！

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

480

介
護
予
防
教
室

陽だまりクラブの様子（横田町第２部落会館）

　しみんのひろば 　
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問い合わせ先 陸前高田グローバルキャンパス事務室　☎0192（４7）3901

　
陸
前
高
田
市
の
皆
さ
ん
、
立
教
大
学
大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
１
年

の
村
上
空
と
申
し
ま
す
。
私
は
陸
前
高
田
市
で
生

ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
、
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
学
部
に
進
学
し
、現
在
は
大
学
院
で「
祭

り
を
媒
介
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
入
学
当
初
、
私
の
中
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

福
祉
と
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
問
い
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
よ
く
見
聞

き
し
ま
す
し
、
な
ん
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
の

で
す
が
、
具
体
的
な
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
大
学
で
の
学
び
を
通
し

て
、
そ
の
答
え
な
る
も
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
陸
前
高
田
市
で
の
私
自
身
の
生
活
そ

の
も
の
が
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
』
な
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
で
の
学
び
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」と
い
う
軸
か
ら
実
に
幅
広
い
分
野
、

領
域
に
枝
が
分
か
れ
広
が
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

私
は
学
部
ゼ
ミ
に
お
い
て
「
公
共
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
公
共
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ェ
ア

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
と
同
時
に
、
国
際
協

力
や
地
方
自
治
、日
本
の
文
化
と
思
想
な
ど
、様
々

な
学
問
・
知
識
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
逢
い
や
様
々
な
経
験
を

通
し
て
、
自
分
自
身
が
強
く
問
題
意
識
や
興
味
関

心
を
も
つ
も
の
と
出
会
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
よ
り

深
く
探
究
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
「
地
元
の

祭
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
し
た
。

　
思
い
返
す
と
、私
の
興
味
関
心
と
学
び
の
道
は
、

「
陸
前
高
田
市
か
ら
立
教
大
学
へ
、そ
し
て
陸
前
高

田
市
へ
」
と
拓
か
れ
、
陸
前
高
田
市
と
立
教
大
学

の
つ
な
が
り
の
中
で
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
入
学
後
、
私
に
は
立
教
の
仲
間
と
陸
前
高

田
市
を
訪
れ
る
機
会
が
３
度
あ
り
ま
し
た
。
学
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
部
和
太
鼓
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
合
宿
で
す
。

　
こ
の
３
度
の
経
験
を
通
し
て
、
私
は
陸
前
高
田

市
と
立
教
大
学
の
つ
な
が
り
を
体
感
し
、さ
ら
に
、

大
学
の
仲
間
と
地
元
の
地
域
の
方
々
が
交
流
す
る

様
子
を
み
て
、
こ
れ
が
ま
さ
に
「
つ
な
が
り
」
の

創
出
で
あ
る
の
だ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。そ
し
て
私
自
身
も
仲
間
か
ら
の
声
を
通
し
て
、

陸
前
高
田
市
の
魅
力
や
温
か
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
し
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
と
立
教
大
学
の
交
流
は
２
０
０
３

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
の
中
の

１
ピ
ー
ス
に
、
陸
前
高
田
市
民
、
そ
し
て
立
教
生

と
し
て
の
私
が
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
光
栄

な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
は
、「
立
教

大
学
で
の
学
び
は
陸
前
高
田
市
に
、
陸
前
高
田
市

で
の
体
験
は
立
教
大
学
で
の
学
び
に
」
還
元
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、現
在
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

問い合わせ先 高田暮舎☎070（2４32）16４9　または市役所観光交流課定住交流係（内線４13）

お家を管理

しましょう

第16回

　　　　　 　家は人が住んでいる状態と、住ん
　　　　　でいない状態では環境が全く違いま
す。人が住まなくなったお家をそのまま放置して
いるとどうなってしまうのでしょうか…

　➊屋根や外壁がはがれ、土台には亀裂が入り、
　　今にも倒れそうになる
　➋ゴミを捨てられたり、動物や虫などが棲み
　　ついて、悪臭が発生する
　➌草木が生い茂り、窓ガラスが割れたりして
　　見た目が悪くなる
　➍草木や不法投棄されたゴミが歩道や隣のお
　　家にはみ出す、棲みついた動物の鳴き声や
　　糞尿で周りの人に迷惑をかける

　このような管理されていない空き家は「特定空
き家」に指定されることがあります。

　「特定空き家」に指定されると、管理や修繕
などの義務が発生します。そのまま放置してい
ると罰金の支払いや、固定資産税の優遇を受け
られないなどデメリットしかありません。
　こうなる前に、適正な管理を行うことが大事
です。自分で管理が難しい場合は民間の会社に
お願いしたり、空き家バンクへ登録し、家を売
却または貸し出しをして誰かに住んでもらうと
いうのも一つの手です。「何から始めればいい
のか分からない」という人は、まずはお気軽に
ご相談ください。

空き家は元々は誰かの幸せな記憶が詰まった大切なお家です。空き家について正しく学んで、
負債や負担でなくこれからの資源に変えていきましょう！

★ＳＤＧｓとは…
自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住み続けられる世界を残すた

め、掲げられた全世界の人が取り組むべき17の目標。

　普段の仕事の内容を教えてください

　障がいのある人が、自立した日常生活または社会生活を
送れるよう、就労の機会を提供するほか、オリジナル商品
の製造などをとおして、知識や能力の向上などに取り組ん
でいます。

　これからの高田をどんなまちにしていきたいですか

　障がいのある人を含め、誰もが夢や希望を持てるまち、共
生社会が発信できるようなまちになってほしいと思ってい
ます。

★事業所名　あすなろホーム

　副施設長　千
ち

　葉
ば

　昭
あき

　郎
お

 さん

　ＳＤＧｓに関する主な取り組みを教えてください

　障がいがある人の自立に向けた学びの場、働く場の創出
をするなかで、利用者の皆さんには、ふるさと納税返礼品の
梱包作業や地元のりんごや北限のゆずなどを使用したオリ
ジナル商品（りんごケーキ、しふぉんケーキなど）の製造お
よび販売を行ってもらっています。

　本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
　「陸前高田市環境基本計画編」までは「SDGsとはなにか」を皆さんに理解してもらえるよう、市の取
り組みなどを交え紹介してきました。「その先の笑顔のため、いまできること」編では、本市でSDGsの
達成に向け積極的に取り組んでいる人・団体を紹介していきます。

　
岩
手
大
学
や
立
教
大
学
で
は
陸
前
高
田
市

ゆ
か
り
の
大
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
大
学
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回

は
２
０
１
６
年
に
立
教
大
学
へ
進
学
し
、
現

在
は
同
大
大
学
院
で
学
ぶ
村む

ら
上か

み
空そ

ら
さ
ん
で
す
。

地
元
の
祭
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
研
究
し
て
い
ま
す
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
と
は
何
？

陸
前
高
田
市
民
×
立
教
生
の
私

村上空さん（奇跡の一本松が見える川辺にて）

「いのちの尊厳のために
(Vitae Dignitati)」とい
う基本理念に立ち、教育研
究を通じて、コミュニティ
を基盤とした福祉社会構築
に貢献できる人材を養成す
ることを目的に掲げていま
す。卒業生の多くは福祉専
門職のほか公務員や一般企
業などで活躍しています。

立教大学

コミュニティ福祉学部

あすなろホームの皆さん

上段右から２番目が千葉さん

定
期

連
載

そそのの先先のの 　　　  　　　 ののたためめ、、いいままででききるるこことと

VOL.13L.VOVOL.22岩手大学・立教大学 共同運営 交流活動拠点
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市長に服装の点検を受ける交通指導隊

　1 月 7 日㈮、高田、小友、気仙の３保育所でティーボー
ル教室が行われ、高田高校野球部員 30 人がそれぞれコー
チとなり、子ども達に野球を教えました。
　ティーボールとは、安全で誰でも楽しめる、投手を必
要としない野球のことで、野球経験のない子ども達も歓
声を上げながら楽しんでいました。教室に参加した気仙
保育所の川

かわ
岸
ぎし

大
だい

剛
ご

くんは「とても楽しかった。小学校に
入ったら野球をやりたい」と目を輝かせていました。

　1 月 7 日㈮、市交通指導隊（梅
うめ

木
き

正
まさ

昭
あき

隊長・隊員 20 人）
の令和 4 年初点検式が市コミュニティホールで行われま
した。
　この日は隊員 19 人が参加。戸羽市長や岡

おか
市
いち

善
よし

寿
ひさ

大船
渡警察署高田幹部交番所長などから服装や手帳、警笛な
どの点検を受けました。
　戸羽市長は「交流人口拡大を目指すなか、事故のリス
クも増えてくる。皆さんの活動でひとつでも事故が減る
よう尽力していただきたい」と訓示。
　梅木隊長は「交通事情の変化により事故が発生しやす
い状況となっている。引き続き広報啓発活動に一丸とな
り取り組む」と決意を表明しました。

ボールの打ち方を教える野球部員（気仙保育所）

高校生が野球の楽しさ伝える

市交通指導隊初点検式

■ ティーボール教室

■ 交通事故のないまちを目指して

魅力

発信

安全

安心

　１月４日㈫、令和 4 年新年交賀会がキャピタルホテ
ル1000 で開かれました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため例年よ
り規模を縮小しての開催とはなったものの、各界の関
係者約 50 人が出席しました。
　主催団体を代表し商工会の伊

い
東
とう

孝
たかし

会長は「本市は幾
多の困難を一丸となり乗り越えてきた。今後も互いに
連携することで本市の魅力ある環境や施設などを発信
し更なるにぎわいを取り戻そう」とあいさつ。
　出席者らは、一層の協力と連携を図り、今年１年の
更なる飛躍を誓いました。

令和４年新年交賀会

■２年ぶりの開催　飛躍の年を誓う

交賀会で披露された祝賀の舞

輝く

新年
に

　１月 26 日㈬の「文化財防火デー」を前に、気仙町
の金剛寺（小

こば
林
やし

信
のぶ

雄
お

住職）で 1 月 17 日㈪、文化財防
火訓練が行われ、地域住民や消防職員など約 20 人が
参加しました。
　本堂からの出火を想定し、消防署への通報や重要物
品の搬出、初期消火などを訓練し、文化財を後世へ継
承するために、火災発生時の対応を確認しました。
　小林住職は「日々の防火管理を徹底し、火災から建
物など大切な財産を守っていかなければならない」と
文化財愛護と防災意識を高めました。

文化財防火デー防火訓練

■文化財を後世へ継承するため

入館50万人目となった佐々木心結さん（写真中央）

　1 月 15 日㈯、「東北ブロック　共に学び、生きる共生
社会コンファレンス」が市民文化会館で開催されました。
　障がいの有無にかかわらず共に学び、生きる社会の実
現を目指し全国各地で様々な取り組みが行われており、
同コンファレンスでは、幼少期から視覚に障がいをかか
えるバイオリニストの川

かわ
畠
ばた

成
なり

道
みち

さんによる特別公演が行
われたほか、戸羽市長による「ノーマライゼーションと
いう言葉のいらないまちづくり」への思いや、本市で実
践された生涯学習プログラムなどの発表が行われ、参加
者は共生社会への理解を深めました。

　１月９日㈰、市立図書館は再建から４年６ヵ月で来
館者が 50 万人に達しました。
　同施設で記念のセレモニーが開催され、記念すべき
50 万人目の来場者となった気仙小学校の佐

さ
々
さ

木
き

心
み

結
ゆ

さんへ認定書のほか、震災後図書館整備などに支援を
いただいているシンガポール共和国からの記念品も贈
呈されました。母の千

ち
佳
か

さんと冬休みの工作用の本を
探しにきたという心結さんは「びっくりしたけど、と
てもうれしい」と笑顔を見せていました。

消火器による初期消火訓練を行う住民の皆さん

作品の説明をする本市ノーマライゼーション

大使である田
た

﨑
ざき

飛
あす

鳥
か

さん

共生社会コンファレンス

市立図書館来館者 50 万人を達成！

■ SDG ｓと「障害者の生涯学習」推進に向けた

■ 開館から４年６ヵ月

文化
財

愛護

共に

生き
る

祝

　地域の話題 ★皆さんからの情報をお寄せください。市役所政策推進室（内線 332）
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キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
を
灯
し
た
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
市
内
中
学
校
、
全
て
の
子
ど
も
達

が
作
成
し
た
作
品
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
２
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
所
…
市
民
文
化
会
館　
実
習
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
つ
む
ぐ
実
行
委

員
事
務
局（
覚か

く
張は

り
）☎
０
９
０（
２
９

８
１
）
４
９
３
３

　
２
年
ぶ
り
に
「
大
人
の
た
め
の
お

話
会
」を
開
催
し
ま
す
。「
お
は
な
し

ペ
パ
ン
」
の
会
員
が
、
日
本
や
世
界

の
昔
話
か
ら
心
に
し
み
る
お
話
を
語

り
ま
す
。
参
加
に
は
電
話
で
の
事
前

申
込
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
…
２
月
20
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時

◆
場
所
…
竹
駒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

◆
定
員
…
15
人

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
お

は
な
し
ペ
パ
ン（
長
谷
川
）☎
０
９
０

（
９
０
３
６
）
２
８
４
８

　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
高
齢
者
を

対
象
に
、
三
陸
鉄
道
無
料
乗
車
デ
ー

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
…
本
市
、
三
陸
鉄
道
沿
線
市

町
村
お
よ
び
洋
野
町
に
在
住
の
小
学

生
ま
た
は
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

◆
実
施
期
間

【
小
学
生
対
象
日
】
２
月
12
日
㈯
、

３
月
13
日
㈰
、
20
日
㈰
の
定
期
列
車

【
高
齢
者
対
象
日
】
２
月
17
日
㈭
、

３
月
13
日
㈰
、
17
日
㈭
の
定
期
列
車

◆
申
込
方
法
…
お
近
く
の
三
陸
鉄
道

有
人
駅
で
申
し
込
み
の
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.
sanrikutetudou.com

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
三
陸
鉄
道
旅

客
営
業
部
☎
０
１
９
３
（
６
２
）

７
０
０
０

　
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
で

は
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お
金

や
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
に

つ
い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一

緒
に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
が
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。

◆
日
時
…
３
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時

◆
場
所
…
信
用
生
協
釜
石
事
務
所

（
釜
石
市
中
妻
町
１
ー
４
ー
20
）

◆
相
談
例
…
お
金
の
問
題
（
多
重
債

務
問
題
な
ど
）、
遺
産
相
続
、
不
動

産
売
買
、
税
金
な
ど
公
共
料
金
の
滞

納
、
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問
題
、
そ
の
他
く

ら
し
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
消

費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
釜
石
事
務

所
☎
０
１
２
０
（
１
０
１
）
９
６
５

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
地
域
型
年

金
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
型
年
金
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
の
委
嘱
に
よ
り
、
地
域
に
お
い

て
年
金
制
度
の
啓
発
・
相
談
・
助
言

な
ど
を
行
う
民
間
協
力
員
で
す
。

　
活
動
内
容
は
、
自
治
会
や
町
内
会

で
の
公
的
年
金
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
付
、
近
隣
の
人
へ
の
各
種
手

続
き
の
助
言
・
相
談
な
ど
で
す
。　

　
活
動
経
費
（
実
費
な
ど
）
は
日
本

年
金
機
構
が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
参

考
資
料
の
配
付
や
研
修
会
の
開
催
な

ど
で
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
一
関
年
金
事
務

所
総
務
課
☎
０
１
９
１
（
２
３
）

４
２
４
６
（
自
動
音
声

案
内
５
番
）

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
、
全
国
一
斉
情

報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
防
災
行
政
無
線

か
ら
放
送
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
16
日
㈬
午
前
11
時
頃

◆
放
送
内
容
…
「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
防
災
局

防
災
課
（
内
線
７
０
２
）

菅
すが

　原
わら

　柚
ゆず

　暉
き

　　（皓
こ う

大
だ い

・愛宕下）

鈴
すず

　木
き

　三
さん

　太
た

　　（泰
や す

治
は る

・大町）

永
なが

　山
やま

　　　舟
しゅう

　　（悟
さとる

・鳴石）

鈴
すず

　木
き

　是
これ

　道
みち

　　（貴
た か

樹
き

・根岬）

佐
さ

々
さ

木
き

　なずな　　（伸
の ぶ

哉
や

・神明前）

気仙

高田

広田

矢作

男　性　　 8,834 人（ －４人）

女　性　　 9,503 人（－13 人）

　計　　　18,337 人（－17 人）

　　　（出生６　死亡 35）

世帯数 7,627 世帯（　７世帯）

◆ 建物　　　　　０件（　２件）

◆ 林野・その他　０件（　２件）

◆ 出動件数　　　69 件（828 件）

◆ 搬送人員　　　68 人（809 人）

◆ 人身事故　２件（　17 件）

◆ 物損事故　26 件（278 件）

◆ 負傷者　　２人（　18 人）

◆ 死亡者　　０人（　２人）

◆ 飲酒運転　０人（　４人）

★男の子

★女の子

泉
いずみ

 田
だ

 　 充
みつる

・泉
いずみ

 澤
さわ

 真
ま

 凜
りん

　（太田）

溝
みぞ

 口
ぐち

 祐
ゆう

 太
た

・吉
よし

 田
だ

 若
わか

 奈
な

　（浦の前）

鈴
すず

 木
き

 保
やす

 典
のり

・青
あお

 砥
と

 美
み

 幸
ゆき

　（六ヶ浦）

横田

小友

広田

気仙

高田

米崎

小友

広田

吉
よ し

　田
だ

　夏
な つ

　江
え

　　（89 歳・三本松）

早
は や

　瀬
せ

　幸
さ ち

　子
こ

　　（87 歳・月山）

遠
と お

　野
の

　智
ち

惠
え

子
こ

　　（86 歳・福伏）

小
こ

　泉
いずみ

　千
ち

賀
か

子
こ

　　（74 歳・上長部）

菅
か ん

　野
の

　トキエ　　（98 歳・上長部）

紺
こ ん

　野
の

　チエ子
こ

　　（91 歳・下和野）

髙
た か

　橋
は し

　カホル　　（83 歳・西和野）

熊
く ま

　谷
が い

　壽
ひ さ

　夫
お

　　（77 歳・太田）

新
に い

　沼
ぬ ま

　キクノ　　（98 歳・高畑）

佐
さ

　藤
と う

　京
きょう

　子
こ

　　（81 歳・脇の沢）

佐
さ

　藤
と う

　　　孝
たかし

　　（56 歳・松峰）

及
お い

　川
か わ

　ハルエ　　（96 歳・上新田）

佐
さ

　藤
と う

　　　修
おさむ

　　（72 歳・塩谷）

紺
こ ん

　野
の

　髙
た か

　輝
き

　　（71 歳・黒崎）

菅
か ん

　野
の

　サダ子
こ

　　（90 歳・根岬）

上
う え

　野
の

　ミエ子
こ

　　（90 歳・久保）

田
た

　崎
ざ き

　オクノ　　（97 歳・中沢）

小
こ

　松
ま つ

　　　郁
い く

　　（94 歳・田端）

吉
よ し

　田
だ

　テル子
こ

　　（68 歳・越田）

吉
よ し

　田
だ

　ミツエ　　（97 歳・越田）

前
ま え

　川
か わ

　ヨシ子
こ

　　（81 歳・袖野）

黄
き

川
か わ

田
だ

　　　實
みのる

　　（89 歳・小長洞）

※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

吉
よ し

　田
だ

　昭
あ き

　子
こ

　　（81 歳・雪沢）

菊
き く

　池
ち

　典
の り

　子
こ

　　（93 歳・馬越）

及
お い

　川
か わ

　サカエ　　（97 歳・舞出）

石
い し

　川
か わ

　カナメ　　（90 歳・袋沢）

菊
き く

　池
ち

　正
しょう

　一
い ち

　　（98 歳・相川）

矢作

横田

竹駒

お
知
ら
せ

情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

昔
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

大
人
の
た
め
の
お
話
会

開
催
し
ま
す

（12 月 16 日～１月 15 日届け出分）

数字で見る陸前高田市（令和３年 12 月 31 日現在）

慶　　弔

おめでた…（　）は保護者・字名

お幸せに…（　）は字名

市内の火災救急活動

（　）は１月からの累計

12月 市内の交通事故

（　）は１月からの累計

12月市の人口（住民登録人口）

（　）は前月比　出生・死亡数は 12 月分

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に
行
こ
う
！

く
ら
し
や
お
金
に
関
す
る
相
談
会

思
い
を
つ
む
ぐ
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

中
学
生
つ
む
ぐ
展

募
集
し
ま
す

一
関
年
金
事
務
所

地
域
型
年
金
委
員
を
募
集
し
ま
す

小
学
生
・
高
齢
者
向
け

三
陸
鉄
道
「
無
料
乗
車
デ
ー
」

INFORMATION

おくやみ…（　）は年齢・字名

　東日本大震災で居住する住宅が全壊・解
体または大規模半壊被害を受けた世帯が、
住宅の建設・購入・補修・賃貸（公営住宅
を除く）により住宅再建した場合には被災
者生活再建支援金（加算支援金）の申請が
できます。未申請の人は申請期限にお気を
つけください。

被災者生活再建支援金（加算支援金）の

未申請はありませんか

問い合わせ先 市役所復興支援室(内線４４7)

４月10日㈰　※今後延長はありません
※郵送の場合は4月10日㈰到着分まで受け付けます。

➊建設購入：複数世帯200万円、 単身世帯　
　　　　　 150万円
➋補修：複数世帯100万円、単身世帯75万円
➌賃貸：複数世帯50万円、単身世帯37.5万円

金　　額

申請期限

広報りくぜんたかた
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Sarah Chu

➊ゼラチンは水でふやかしておく。
➋鍋に豆乳と牛乳を入れて、沸騰しないように加熱し
　火を止める。
➌➋に➊のゼラチンと砂糖を加えて溶かし、生クリー
　ムを加える。
➍容器に流し入れ、冷やし固める。
➎デコレーションしてできあがり！

問い合わせ先 市役所子ども未来課子育て支援係（内線255）

　作り方

　節分の時期になると、必ず給食メニュー
に登場する「豆乳プリン」。子ども達は、怖
い鬼に負けないように大豆製品をたくさん
食べてパワーをもらいます。
　豆乳は牛乳と比べると、エネルギーやた
んぱく質量に差はほとんどありませんが、
鉄分は牛乳の約 60 倍も多く含まれていま
す。しかし、吸収されにくい鉄分のため、
ビタミンＣの多い食品と一緒に摂ると、吸
収がよくなります。簡単なレシピですので、
ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

大豆パワーで鬼退治！

粉ゼラチン ……………………
水 ………………………………
調製豆乳 ………………………
牛乳 ……………………………
砂糖 ……………………………
生クリーム ……………………
みかん …………………………
小枝 ……………………………
チョコチップ …………………

★材料（５人分）

10g
50㏄

200㏄
200㏄

４0g
 50㏄
５粒
10 本
10 粒

　シンガポール共和国と言えば、パッと思い浮かぶのはマーライオンですが、皆さん由来を知っていますか。
　マーライオンは上半身はライオンで下半身は魚の像です。シンガポール政府観光局（STB）に公認された
シンガポール国内のマーライオン像は、水が出る最も有名なマーライオン公園の像を含め６体あります。
　11 世紀に、現在インドネシア共和国の一部であるスマトラ島の王子サン・ニラ・ウタマがシンガポール
へ向かった時、不思議な生き物を見つけます。その生き物がライオンだったと教えられたため、シンガポー
ルを「シンガプーラ（ライオンの町）」と名付けました。マーライオンの上半身はこの生き物を指しています。
更に、シンガポールは元々小さな漁村であったため、下半身が「海」を表す象徴、魚の尾の形になりました。
　本市にも STB 公認のマーライオン像が完成し、昨年 12 月４日㈯に除幕式を行いました。現在、日本では
本市を含めて公認のマーライオン像が６体あります。皆さんもぜひ市コミュニティホールのマーライオン像
を見に来てください！

市の国際交流員のサラ・チュウ
さんが、出身国のシンガポール
共和国の様々な情報を紹介し
ます。

㉚マーライオンの由来

市コミュニティホールの
前にあるマーライオン像

公認マーライオン像の場所 公認となった年

函 館 市（北海道） 1989
つくば市（茨城県） 2013
宮 崎 市（宮崎県） 2015
松 戸 市（千葉県） 2019
陸前高田市（岩手県） 2019
大 阪 市（大阪府） 2020

日本国内の公認マーライオン像の

情報 ※ STB より

今月の

おすすめ
レシピ 豆乳プリン

【１人分】

エネルギー　132kcal

食塩相当量　　0.1g

February.2022 No.1115
広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た

※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた２月号（№1115）の印刷経費は１部57.6円（税抜き）、発行部数は7,500部です。
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